
そくど し ゅベ

単相交流電圧を発生させ，これを整流して速度により目感られ

た，百J1filJ級輸型電流計により速度をよみとる。なおこの速度計

は， JI1輸の径の変化に対する速度布Iìい装{位が簡単にJ~付けられ，

1 伯!の発電機により 2 個以上の汗1' .\慌を配線のみにより作動させ

る等使幸11な点がある。現在横須賀線電車，気動車の一部に使用

さ~'Lている。

4 ;由ポンプ式速度計

計hポンプを列車速度に比例させて駆動し， ì~1の吐出:!ìl:を l fí1ì

の昔!E:@:計により測定し，それで列車速度を指示する速度計であ

る。この極の速度計は使用時の温度が，泊1の粘度に大きな最多害事

を与え速度計としての器差を生じるため，流量計のq土出総の面

積をパイメタノレにより温度補正するか，温度による粘度変化の

きわめて少ない特種油(シリコ γìlll) を用いる等の注意を裂する。

またこの迷度計の特性として作動力が比較的大て'あるため，記

録用速度手|またはコ γ トローノレ用速度青!として適している。現

在試験用として少数使用されている。

5 速度計誌験後

速度計の本能 ・ 耐久性などの試験や調捻に使用される。機能

耐久性に対しては， 下記のような試験を行うので， 試険機とし

ては常に正確な回転数を速度計に与えねばならない。したがっ

て完全な回転後構と，回転速度の変化に対する無段階変速装置

(回転比 1:100 程度)， 正確な振傾 (0. 5mm -1.5 mm) , 振動数

(600- 1 ，200/毎分)等が完全に整えられ，また任意に検定 ・ 修正

できるような織備が望ましい。

速度計の試験としてはつぎのように分類できる。

(1) 総差(計総の指示と正しい他の差)試験 (2) 作動試験

(3) 源度試験 (4) 振動試験 (5) 耐久試験

総差試験においては計総を垂直位般に取付け，計者告の最大目

践が 120 km/h の場合には 10km/h または 5km/h ごとに試験禄

の益構図;1去数をあたえて， これに対する総差を求める。つぎに

回転方向を逆にして同様に務差を求める。この試験を数回くり

かえす。

作動試験においては回転に対する指針のおくれ・針顕れ状態・

始動状態等を試験する。温度試験は計;慌の極類により (ì由ポン

プ式速度計)温度の影響を大き く 受けるものがあるので，これ

らに対しては特別定温装置をほどこして上述の試験をする。 援

助試験におL、ては，振動数毎分約 600-1 ， 200 周， j長個 0.5mm-

1.5mm 程度の振動を上下左右各方向に与え， 連続 1 1時間以上与

えた後に機能試験を行う。

耐久試験においては一定の国松数で計総を回転し， 連続 24-

1001時間の運転の後分解検査を行い， 各部のJR，状の有無をしら

ベる。

参考文献欽研中間報告 5-70 車両用速度計の概説。航空

犠用計削減試験規定。(慌姻進)

そくど し ゅベつ速度種別 (英) velocity c l assification 列

事にはいろいろの種類があ って，それぞれ異な った使命を有す

るものであるから，その使命に応じて最も適切な速度によって

合庖!的に運転されなければならない。したがっ て国鉄では列車

を組成する車両の種別，および査定勾配に 5 ばL 、)における均

衡速度を傑準として速度極別を定め，速度極別に応じて列車の

基準主I!転I時分を決定することにな っている。列車の設定および

司令手続によれば，速度極別およびその適用はつぎの各号によ

ることになっている。

l 列車を組成する車両の償却]によりつぎの名称を冠する。

泊客 客車のみで組成した列車で，通過を原則とするものに

適用する。
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体客 客JI1のみで組成した列車で， 停車を原則とするものに

適用する。

混合 客JI1 と貨JI1で組成した列車で，停車をl反則とするもの

に適用する。

特急貨 最高速度 1 11寺間 85 km Iこ指定されている貨車のみ，

またはその:l:'í:事と 1 時間 85km をこえて運転することのできる

その他の車両とで組成した列車に適用する。

急貨最高速度 1 時間 75 km に指定されている 1'(111 のみ，ま

たはその貨車と 1 時間 75km をこえて運転することのできるそ

の他の車両で組成しt-:JIJ車に適用する。

通貨 貨車のみまたは貨車とその他の車両とで組成した列車

で，通過を原則とするものに適用する。

i亭:l:'í: }'{lfïのみまたは貨車とその他の車両とで組成した列車

で，停車を原則とするものに適用する。

i迅炭 石炭fRI股がい貨準もしくはホッパ貨Jl1のみで組成した

列車で，通過を原則とするものに適用する。

l平炭 石炭n{l!肋旬、貨車もしくはホッパ貨車のみで組成した

列車で，停車を原ÞìlJ とするものに適用する。

)m電 電車のみで組成した列車で，通過を原則とするものに

適用する。

停電 惚111のみで組成した列車で，停車を原則とするものに

適用する。

通気気動車のみで組成した列車で，通過を原則とするもの

に適用する。

l亭気 気動耳Iのみで組成した列車で，停車を原貝IJ と するもの

に適用する。

2 査定勾酉日における均衡速度を僚準として， つぎの記号を

市j号による名称の次位に付する。
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8 221 20 1 9 ー

10 28 26 24 22 20 191 18 

16 27 25 23 21.5 20 191 18 

20 26 24.5 22.5 21 20 19118 

25 25 23.5 22 21 20 191 18 

33 25 23.5 22 21 20 191 18 

(2) 電織列車ア答率列車

記 l 均衡 (Iqn!h) 速度
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